
スリランカ民主社会主義共和国

スリランカの教育制度（1）

学校体系と取得可能な資格・学位

就学手続き・学校区域指定の有無

• 面積：6万5,610平方キロメートル（北海道の約0.8倍）
• 人口： 2,216万人（スリランカ中央銀行, 2021年）
• 民族：シンハラ人（74.9％）、タミル人（15.3％）、スリランカ・ムーア人（9.3％）
• 言語：公用語（シンハラ語、タミル語）、連結語（英語）
• 宗教：仏教（70％）、ヒンドゥ教（13％）、イスラム教（10％）、キリスト教（8％）
• 平均寿命：男性73歳、女性80歳（世界銀行, 2020年）
• 成人識字率：92%（世界銀行, 2020年）

★GCE-Oレベル

★初等学校修了証

★GCE-Aレベル（大学入学資格）

★ディプロマ★準学士

★学士★修士★博士

初等教育は日本より
１年短く、前期中等教育は
1年長い。

就学年齢は日本より１年
早い５歳である。

• スリランカの義務教育期間は、初等学校から上級中等学校までの計11年間である。

• 201８年の純就学率は、初等教育(1～5年生）9９.４６%、前期中等教育（６～９年
生）9９.８７%、後期中等教育（１０～１１年生）８４.２１%である（UIS，2022年）。

• 学年暦は1 月〜12月である。
学校教育費

⚫ 公立学校は、小学校から大学まで無償である。教科書は無償貸与、制服は1着分
の生地が毎年支給される。学用品などは保護者の負担である。

進学要件

スリランカにつながる本邦在留者のうち、在留期限がない永住者は１１%、特定分野
の技術もしくは知識等を必要とする業務の従事者が取得できる技術・人文知識・国
際業務は２７%、外国籍者の扶養を受ける配偶者または子どもが取得できる家族滞
在は１８％であり、以上で本邦在留者の過半を占める（総務省統計局, 202２年６月）。

⚫ 下級中等学校：初等学校修了
⚫ 上級中等学校：下級中等学校修了

⚫ コレジィット：GCEーOレベルの主要科目のうち数学および第１言語を含む３科目
で合格

⚫ 大学：GCEーAレベルの主要科目のうち数学および第１言語を含む３科目で合格

GCE （General Certificate of Education）とは、イギリスと旧植民地などで
実施されている試験であり、高校卒業水準のO（Ordinary)レベル、大学入試に必要
なA（Advance）レベルがある。スリランカでは上級中等学校卒業時（１１年生）にOレ
ベルを受験し、合格すれば、大学進学準備教育課程であるコレジィットに入学できる。
同校修了時にAレベルを受験し、合格すれば大学進学ができる。得点に応じて各大学
が選抜する。

⚫ 保護者が子どもを就学させる義務を負う。

⚫ 普通教育を提供する約11,000の学校のうち、97％が公立学校（国立20％、州
立80%）である。小中高一貫校が多い（約60％）。

⚫ 学校区域指定はないものの、原則として自宅から最も近い公立学校に入学する。
ただし、両親や兄弟の出身校であれば入学が許可される。

⚫ 就学手続きは、５歳になったことを証明する住民票を学校に提出する。

就業前教育機関

義
務
教
育

初等学校
（小学校）

1年生 （5～6歳）

2年生 （6～7歳）

3年生 （7～8歳）

4年生 （8～9歳）

5年生 （9～10歳）

下級中等学校
（中学校）

6年生 （10～11歳）

7年生 （11～12歳）

8年生 （12～13歳）

9年生 （13～14歳）

上級中等学校
（高等学校）

１０年生 （1４～1５歳）

１１年生 （1５～1６歳）

技術カレッジ、コレジィット

大学

★下級中等学校修了証
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スリランカの教育制度（２） スリランカの教育内容（１）

障害のある子どもの就学

スリランカでは、2003年の「障害者に関する国家政策」により、インクルーシブ教育の
推進が打ち出された。

2013年の「教育ファースト政策」により、「特別な配慮」が必要な子どもたちも通常学
級で学ぶことが推奨され、「2018ー25年教育セクター開発計画」では、インクルーシ
ブ教育を2025年までに全普通教育課程で実施することを目指し、障害のある子ども
のための環境整備を進めるとした。特別な配慮の必要性が認められた子どもについて
は、個別教育計画を策定し、その計画に基づき個々の教育的ニーズに応じた教育を提
供することになっている。

しかし、UNICEF（２０２１年）によれば、予算不足や施設・機材の不足、特別な訓練を受
けた教員の不足等から、障害のある子どもへの就学機会の提供は十分とは言えないよ
うである。

⚫ 障害のある子どもの教育の場

通常学校
通常学校の学級において、障害のある子どもも障害のない子どもとともに学ぶ。

特別教育ユニット（Special Education Unit）
日本の特別支援学級に相当する学級で、704教室が設置されている（2016年）。

特別学校 （Special School）
日本の特別支援学校に相当する学校で、盲学校、聾学校、知的障害児向けの特別学校
などが２9校ある（2019年）。

自閉症のある子どもを対象とした国立自閉症児専門センターがある。また、重度障害の
ある子どもたちは、在宅およびコミュニティセンターでの教育を受けることも可能である。

⚫ 就学手続き

１） 障害のある子どもの教育的ニーズに応じた教育を希望する場合、３歳以上で各
自治体に設置されているアセスメントセンターにて発達評価を受ける。

２） 発達評価の結果に基づき、保護者の同意の下、就学先の学校が決定される。

⚫ スリランカ政府は、総括的評価から、形成
的評価に重点を移す方針を打ち出した。

⚫ 新カリキュラム・フレームワークにおいては、
小学校１～３年生は、学習は形成的評価の
みで評価され、定期試験はない。小学校４
～５年生は、形成的評価５０%、総括的評価
５０%の割合で評価される。

⚫ 留年制度がある。最低限必要な単位を取得
しなければ、その学年を修了することはで
きない。一方、学習スピードの速い児童生
徒は、より早く、全国試験（GCE‐Oレベル
とGCE‐Aレベル）を受ける要件を満たす。

⚫ 新カリキュラムによると、小学校（１～５年生）では、９教科を学ぶ（母国語、英語、

第二母国語、算数、初等科学と環境関連活動、宗教・価値教育、総合美術教育、
保健・体育教育、課外活動）。

⚫ 英語は、シンハラ語とタミル語をつなぐ連結語とされる。小学校１年生から、英
語を第一外国語（必修）として学習する。

⚫ 新カリキュラムによると、中学校（６～９年生）の学習課程は、主要科目、選択科
目、課外活動で構成されている。主要科目は、母国語、英語、第二母国語、算数、
理科、宗教・価値教育、保健・体育教育、情報技術、地理と国際学、歴史、公民教
育、商学・起業家教育、美術、テクノロジーである。課外活動には、スポーツ、社
会活動（カデット（士官候補生のための青少年団体）、青少年赤十字社、聖ヨハネ
救急隊など）、クラブ・サークルなどがある。

⚫ 中学校では、数学および理科は英語で授業が行われる。

教科（小学校・中学校）

⚫ カリキュラム・フレームワークが改訂され、2023年から新カリキュラムが順次導
入されることになっている。同改訂では、試験中心の教育から、学習のプロセスに
焦点を当てた学習者中心の教育への転換が示された。

⚫ 教育言語は主にシンハラ語またはタミル語（シンハラ語73.3％、タミル語24.2％、
その他2.5%）である。

評価・進級制度

指導上の留意点

⚫ 比較的新しい概念である、自閉症やADHDなどを含む「発達障害」について、
保護者は十分理解していない、または障害と認識していない場合がある。

⚫ 来日前の教育の状況、家庭環境や成育歴、母語の発達の状況などが子どもの
発達に影響を及ぼしていることに留意が必要である。

⚫ １～１１年生までの進級率は
高いが、上級中等教育修了
時（１１年生の１２月）に実施
される全国試験（GCE-Oレ

ベル）に合格しなければ、高
等教育に進めない。（2021
年のGCE- Oレベルの合格
率は約75%。）

⚫ 初等教育最終学年の残存率
（※）は99％（世界銀行, 

2019年）。

（※）初等教育の最初の学年に入
学した子どものうち、最終学年に
到達した子どもの割合。

修了率（※）：初等教育99％、前期中等教育95％、後期中等教育38％（2016年）

（※）各教育段階の最終学年該当年齢より3〜5歳年齢が高い子どものうち、最終学年を修了し
た子どもの数の割合（データは、UNICEF, 2022年）。

※「特別支援教育」や「特別教室」の定義は、国により様々である。
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スリランカの教育内容（２）：算数カリキュラム

初等算数教育の学習内容系統一覧表（日本の学習領域に則り整理）

数と計算領域を指導する際の留意点 ⚫分数の学習時期

日本では2年生から分数を学習するが、スリランカでは4年生（日本の3年生の年

齢の子ども）からである。例えば、3年生から日本で学習する子どもには、分数の

意味や読み方などの指導が必要である。

⚫各学年で学習する整数

スリランカの各学年で学習する整数は、日本よりも小さい。例えば、日本の3年生

は1億まで学習するのに対し、スリランカの4年生（日本では3年生になる年齢の子

ども）は1万までしか学習しない。そのため、整数の学習の前に追加的な指導が必

要である。例えば、4年生から日本で学習する子どもには、学習の前に1万～1億ま

での数を指導する必要がある。

⚫小数の学習時期

日本では3年生から小数を学習するが、スリランカの小学校では小数を学習しない。

例えば、4年生から日本で学習する子どもには、小数の意味や読み方、簡単なたし

算・ひき算などの指導が必要である。

領域／学年*

*スリランカでは5歳から小学校に入学するため、日本よりの入学年齢が1歳早い。日本の1年生とスリランカの2年生が同じ年齢となる。

●12時制と24時制
●経過時間

データの活用
●形や色、大きさによるものの分類 ●表 ●棒グラフ ●タイムテーブル

●度数分布表と棒グラフ

測定／
変化と関係

●長さの比較
●重さの比較
●かさの比較

●長さの測定（任意単位）
●重さの測定（任意単位）
●かさの測定（任意単位）

●長さの単位（m）
●重さの単位（kg）
●かさの単位（L）

●長さの単位（cm）
●重さの単位（g）
●かさの単位（mL）

●長さの単位（km）
●長さ、重さ、かさの文章題

●時間の概念（午前・午後、夜） ●カレンダー（曜日） ●時計の読み方（時）
●カレンダー（日・週・月）

●時計の読み方（5分刻み）

図形
●身の周りの平面図形・立体図形の観
察
●ものの位置

●長方形、正方形、三角形、円の性質 ●方向の概念（左・右）
●直方体、立方体、円柱、角錐、球の性
質

●点と直線
●方角の概念（東・西・南・北）
●対称な図形

●直角
●立体図形の要素（頂点、辺、面）
●展開図

●簡単な分数の意味（1/2、1/4） ●分数の読み書き（1/2、1/4） ●1未満の分数の読み書き（分母が4、
10）
●小数の意味（小数第1位）

●10万までの数
●20までのローマ数字

●1位数の加法・減法（繰り上がり・繰り
下がりなし）

●20までの加法・減法（繰り上がり・繰
り下がりあり）
●2位数の加法・減法の筆算（繰り上が
り・繰り下がりなし）

●2位数の加法・減法（繰り上がり・繰り
下がりあり）
●九九（2、5、10の段）
●除法の計算（除数が２の数のみ）
●余りのある除数

●３、４位数の加法
●3位数の減法
●九九（3、４の段）
●乗法の筆算（2位数）×（2～5、10の
数）
●除法の筆算（2、3位数）÷（2～4の
数）

●4位数の加法・減法
●九九（6～9の段）
●乗法（2、3位数）×（2～10の数）
●除法（2、3位数）÷（2～10の数）

1年 2年 3年 4年 5年

数と計算

●20までの数 ●100までの数 ●１０００までの数 ●1万までの数
●10までのローマ数字
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スリランカの学校文化

1年間の学校行事

1日の流れ

⚫ 男子生徒は短髪、髪が長い女子生徒は髪を結う規則がある。

⚫ GCE‐Aレベルを受験した学生のうち、大学に入学できるのは上位わずか
6％である。そのため、家庭教師や塾の需要は高く、家庭教師や塾にお金をか
ける世帯の割合は64%（2006-2007年）であり（Damayanthi, ２０１７
年）、近年さらに増加している。富裕層だけでなく貧困層も、家計における子
どもの教育への支出の割合が高いことが指摘されている。

学校のルール・習慣

⚫ 小学校から高等学校まで、教科書と制服の生地は無料で支給される。ノート等
文房具は購入する必要がある。

⚫ 貧困地域にある学校に通う児童生徒に対し、給食や靴の提供、貧困世帯を対
象にした奨学金などの支援制度がある。

学校生活で必要なもの

⚫ 保護者面談は年３回行われる。

⚫ 授業参観や家庭訪問は実施されていない。

⚫ 校長（委員長）および教頭と、選任された教員、保護者、元生徒、教育庁の代表
で構成される学校開発委員会（School Development Committee）が
ある。委員の任期は3年間であり、少なくとも月1回会合が開催され、年間実
施計画の策定等を行う。

保護者の関わり

⚫ スリランカでは厳しい受験戦争のため、多くの子どもは学校が終わると塾や家で
勉強をして過ごす。学校の授業が終わった後に、教員から有料で個人指導を受
けることもめずらしくない。保護者から個人指導等の依頼を受けた場合は、日本
にはそのような慣習がないことを丁寧に説明する必要がある。

指導上の留意点

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1学期

休み
（約1カ月）

新
学
期

登校

授業終了

7:30

13:30

8:00～13:3０

・ 授業の1単位時間は60分（一日5コマ）
・ 休憩時間は、15分間×2回、または30分間×1回
（学校裁量）

新カリキュラムにより、授業時間の規定が一コマ40分から
一コマ60分になったが、まだ変更していない学校が多い。

2学期

休み
（約10日）

7:30～7:50

毎週1回、20分間の全校集会がある。その他の4日
間は、20分間の体育の授業が2回、マインドフルネ
スのトレーニングセッションが1回、リーダーシップ
のトレーニングセッションが1回行われる。

⚫ 授業があるのは月曜日から金曜日であり、土・日・祝日は休みである。

⚫ 年間授業日数は210日であり、小学校での学習時間（休憩時間等を含む）は
１日5時間以上、中学校では１日6時間以上である。

※1 1学期を10〜12週間とする3学期制である。
※2 1月下旬と4月中旬（シンハラ・タミル正月）に約10日間、8月と12月に約1カ月間の休みがある。
※3 2021年と2022年は、COVID-19のまん延等により、学期の開始が遅れた。

⚫ 地域や学校によっては、運動会、文化的行事、修学旅行、遠足等を実施してい
る。

勉強以外の活動

3学期

休み
（約10日） 休み

（約1カ月）

7:50

8:00

集会／体育／トレー
ニングセッション

授業開始

中学校の例

昼休憩はなく、10時半ごろの休憩時間に軽食を取る。

有料のスクールバスで通学する児童生徒が多い。バイクや自
転車での登校や、保護者に送迎される児童生徒もいる。

★ GCE-
-Oレベル

★全国試験

GCE-Aレベル
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